
学力向上に関する全体計画 

〈新学習指導要領〉 

「思考力」「判断力」「表現力」の育成 

・言語活動の充実 

・体験的な学習 

・問題解決的な学習 

 〈学校教育目標〉 

 人間尊重の精神を基盤とした、知性、道徳

心、体力および感性を育む活動を通じて、人間

性豊かで、国際社会を生き抜く人の育成を目指

し、教育目標を以下の通り示す。  

①「進取」  自ら考え、すすんで学ぶ生徒を育てる  

②「健体康心」  たくましい体とやすらかな心を育てる  

③「協働」  友や地域と関わり、社会を支える人を育てる 

 〈学校の実態〉 

 豊かな自然に恵まれた学習環境の

中で、生徒は行事や特別活動に取り組

んでいるが、自律した生活や意欲的な

学習態度を身に付けることが課題で

ある。 

  

  

〈学校経営方針〉 

 地域や学校を取り巻く環境および生徒の心身の発達の段階や特性を十分考慮した上で、基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ、確

かな学力・心身の健全な発達・豊かな人間性を培う心の教育を行い、知育・徳育・体育・食育の調和のとれた「生きる力」を育成する。 

  

〈各教科の指導の重点〉 

 基礎的・基本的な学力の定着を目指し、言

語活動の充実を図り、思考力・判断力・表現

力を育成する授業の工夫を行う。 

 〈確かな学力〉 

○各教科の基礎的・基本的知識・技能 

○自分で課題を見付け、意欲的に取り組 

み、よりよく解決する資質や能力  

○物事を多面的に考え、主体的に判断す 

る力 

○自分の考えを分かりやすく伝える表現  

力 

○学んだことを学習や生活の中に生か   

し、活用する力 

 〈道徳教育の指導の重点〉 

 道徳の時間を要にして、学校教育全体を通し

て規範意識や心豊かな人間性を育成する。   

  

〈総合的な学習の時間の指導の重点〉 

 より体系立った総合的な学習の時間の組み

立てを行い、思考力・判断力・表現力の育成を

図る。「学校 2020 レガシー」の構築に向けた

取り組みの推進、「障害者理解」に重点を置き

バリアフリー理解を深めさせる。 

 
〈特別活動の指導の重点〉 

 望ましい人間関係を形成するとともに、自己有

用感・自己肯定感・自尊感情を高める指導を行う。 

  

  

〈キャリア教育の指導の重点〉 

 キャリア教育全体計画をもとに、望ましい

勤労観・職業観を培い、３年間を見通したキ

ャアリア教育を推進し、主体的に進路を切り

開く生徒を育成する。 

 〈生活指導の指導の重点〉 

 あいさつや決まりを守ることなど基本的な生

活習慣を確立させ、落ち着いた雰囲気の中で学習

できるよう授業規律の確立に努める。   

 
学力向上の手立て 

指導内容・指導方法の工

夫 
教育課程編成上の工夫 

校内における研究や研

修の工夫 
評価活動の工夫 

家庭や地域社会との連

携の工夫 
小中一貫教育の視点 

①各教科における言語活

 動の充実 

②ICT機器によるデジタ

 ルコンテンツの活用 

③学力調査の結果等を踏

 まえた授業改善推進プ

 ランの実施 

④体験的な学習や問題解

 決的な学習の重視 

⑤放課後や夏季休業中に

 おける学力補充教室の

 実施 

①授業時数の確保 

②数学科における習熟度

 別授業の実施 

③英語科における学力向

 上支援講師やALTとの

 TT授業の実施 

④朝読書活動の徹底 

⑤体力向上の取組と食育

 指導の充実 

 

 

①学習活動等における特

 別支援教育の考え方を

 踏まえた「誰もがわか

 ったと言える授業」の

 工夫 

②上記①の視点を取り入

 れた研究授業の実施と

 協議 

③教育課題に沿った講演

 会の実施 

 

①観点別学習状況把握  

のための資料収集 

②評価方法・評価資料  

と基準値の集約 

③定期考査・学力調査  

の分析 

④観点別学習状況の評  

価分析 

⑤資料に基づいた学習  

実態の把握 

⑥評価活動の見直し 

①学校公開や行事を通し

 た保護者・地域との連

 携の強化 

②学校関係者評価に基づ

 く教育活動の改善 

③地域の人材を活用した

 食育の推進 

④地域行事やボランティ

 ア活動への参加推進 

 

 

①数学ボランティア授  

業の実施(ﾘﾄﾙﾃｨｰﾁｬｰ) 

②八坂小学校・豊渓小  

学校による中学校訪問の

実施 

③校区別協議会におけ  

る教科別分科会の開催。

学習面の情報交換と課題

把握 

④課題改善カリキュラ  

ムの実施 

 

 


